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実施内容 

１．英語教育の状況を踏まえた目標 ＜目標設定・管理（中・高等学校）2018～2022＞ 

茨城県では、小学校外国語教育の早期化・教科化にいち早く取り組むため、2018 年度から３年

間、小学校英語教育支援事業を実施した。この事業において、県内の小学校から実践マネジメント

校（30 校）とサポート校（103 校）を指定し、県指導主事による訪問指導を通して、教科化に向け

た指導方法の研究や、学区内中学校教員の小学校授業参観及び小学校教員との協議、域内の中・高

の英語教育推進リーダーによる小学校への校内研修支援を進めた。 

また 2019 年度から全小学校で英語の教科化を先行実施するとともに、小中学校教員を対象に、

指導力向上、授業改善に向けた悉皆研修を行ってきた。 

中・高等学校においては、生徒の発信力を向上させるために、４技能統合型の指導方法研修や、

県教育研究会英語部会、市町村教育委員会と連携した各事業を通して、小学校から高校までの外国

語科の円滑な指導の接続を図り、授業の中で４技能が育成できる授業改善に向けた取組を進めてい

る。 

これらの取組をさらに推進するため、令和３年度茨城県学校教育指導方針において、以下のよう

に指導の重点化を図る。 

（小学校）  言語活動を通した、互いの考えや気持ちなどを伝え合う力の育成 

（中学校）   技能統合型の言語活動を通した、発信力の育成 

（小中共通） 小中連携（情報交換⇒交流⇒指導方法の連携） 

（高等学校） ４技能５領域の総合的な育成と発信力の更なる育成 

なお、「公立小学校、中学校および高等学校における英語教育実施状況調査」の結果を踏まえ、

本県では、以下の目標設定と管理を行うこととする。 

 

(1) 国が求める英語力（高３：CEFR A2 以上、中３：CEFR A1 以上）を有する生徒の割合 

2019 年度は、高等学校では 44.6％（全国平均 43.6％）、中学校でも 48.3％（全国平均

44.0％）と全国平均と比べて高く、前年度を上回っている。 

   しかし、高等学校では県の目標値を 3.5 ポイント上回った一方で、中学校では目標値に達して

いないことから、中学校における４技能の総合的な育成を進めるため、授業改善を推進してく。

加えて、生徒の英語力向上に資する外部検定受検を一層奨励していくとともに、各自治体に対し

て受検料補助事業による支援を呼び掛けていく。 

また、教員が生徒の英語力を客観的に把握するため、2019 年度から県が英検と連携して、年

に１回、英検 IBA の受験の機会を全中学校と希望する高校に提供している。 

 さらに、高等学校では、実践的な英語コミュニケーションの機会を充実させるために、外国語

指導助手（ALT）を増員（2019：40 人→2020：53 人→2021：59 人）し、重点校には複数名の ALT

を配置するなどして、生徒の英語力の向上を図っている。 

 

【目標及び数値指標】 

CEFR A2 以上相当の英語力をもつ生徒の割合（％） 

年度  2018 2019 2020 2021 2022 

高等学校 目標値 36.2 41.1 49.6 54.4 59.2 

実績 41.0 44.6 集計中   

 

CEFR A1 以上相当の英語力をもつ生徒の割合（％） 

年度  2018 2019 2020 2021 2022 

中学校 目標値 48.6 54.0 57.2 60.4 63.6 

実績 41.5 48.3 集計中   
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(2) 国が求める英語力（CEFR B2 以上）を有する英語担当教員の割合 

高等学校においては割合が着実に上昇し、2019 年度には 77％となり、全国平均（72.0％）を

大きく上回ったが、中学校では 28.8％と全国平均（38.1％）より、9.3 ポイント低く、依然とし

て目標値と大きな隔たりがある。 

  そのため県では 2019 年度から外部検定試験（CEFR B2 以上）の受検料を合格者に半額補助す

るとともに、中学校の未取得教員に対しては、国のオンライン研修への積極的な参加を呼びかけ

たり、オンラインでの学習支援アプリを提供したりしている。  

また、教員も生徒とともに学び続ける重要性を学校訪問や各種研修会（県高等学校教育研究会

英語部や県教育研究会英語教育研究部とも連携）で伝えることで、教員の意識の啓発を促し、国

が求める英語力を有する教員の増加を目指していく。 

さらに、高い英語力や専門性をいかした授業を行い、質の高い英語教育を充実するため、2020

年度から、教員採用に関して「特別選考試験」を実施し、ネイティブや英語力の高い日本人に特

別免許状を付与して教員として採用している。これまでネイティブ等の教員を義務教育課では

10 名、高校教育課では５名採用した。 

今後は、県内全域への配置を目指すとともに、研修講師等としての効果的な活用を図ること

で、教員の英語指導力向上に向けた指導体制づくりを構築していく。 

加えて、教員養成大学に対して、学生が大学在学中に CEFR B2 以上の英語力を取得するよう継

続して働きかけていく。 

【目標及び数値指標】 

CEFR B2 取得率の割合（％） 

年度  2018 2019 2020 2021 2022 

高等学校 目標値 62.0 73.2 75.0 75.0 75.0 

実績値   66.0 77.0    

中学校 目標値 55.0 57.0 60.0 60.0 60.0 

実績値       28.8 28.8    

 

 (3) 授業における、生徒の英語による言語活動時間の割合 

中学校では、新学習指導要領で、英語を使って聞くこと・読むこと・話すこと・書くことの

言語活動を通して、コミュニケーションを図る資質・能力を育成することが示されていること

から、重点項目として、「授業中、おおむね、または半分以上言語活動を行っている割合」が

2022 年度に 100％になることを目標として設定する。 

目標達成のために、2020 年度から義務教育・高校教育課が連携して、「英語プレゼンテー

ションフォーラム」（課題解決的なテーマを基に生徒の意見や考えを英語で表現し、聞いた内

容を生徒同士がやり取りすることを目的とした大会）の実施を計画した。（2020 年度はコロナ

禍で中止） 

なお、教員の英語使用状況については、2022 年度までに「発話を英語で行う割合」100％を

目標として設定している。言語活動の割合が向上していくことで、教員の英語使用状況も上昇

することを目指す。 

【目標及び数値指標】 

生徒の授業における言語活動時間の割合（％） 

年度  2018 2019 2020 2021 2022 

中学校 目標値 90.0 95.0 100 100 100 

実績値 78.0 83.1    

 

(4) 外国語指導助手（ALT）を活用した時数の割合 

（前掲） 
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高等学校では、実践的な英語コミュニケーションの機会を充実させるために、外国語指導助手

（ALT）を増員（2019：40 人→2020：53 人→2021：59 人）し、重点校には複数名の ALT を配置

するなどして、生徒の英語力の向上を図っている。 

各校での活用にとどまらず、県の事業（「高校生国連グローバルセミナー」「英語ディベート

大会」等）においても、ALT をラーニングメンターやジャッジ等で活用することで、各校に対し

て ALT の多様な活用方法を周知している。 

さらに、高校教育課内に、ALT 相談員に加えて、2021 年度からは国際交流員（CIR）を配置

し、CIR が中心となり、ALT の優れた授業実践等を共有できるようなシステムを作り、生徒が主

体となって発信力を高めていけるような授業改善を推進していく。 

   

【目標及び数値指標】 

「ALT とコミュニケーションを図ろうとする生徒の意欲が高まったと思う」と答えた 

学校の割合（％） 

年度 2018 2019 2020 2021 2022 

高等学校 100 100 100 100 100 

 

(5) 小学校と連携している中学校の割合 

  本県では、これまで小学校での英語教科化に向けて、2018 年度に一部の市町村で先行実施、

2019 年度に全県で先行実施を行ってきた。また、小学校英語教育支援事業において、全中学校

の教員が域内の小学校授業参観や、小学校教員との研究協議などを通して相互理解を深める機会

を作ってきた。 

しかしながら、小学校と連携している中学校の割合は、83.7％（全国平均 82.0％）にとど

まっている。 

そのため、県では、小中連携の重要性を再確認させるために、「小学校外国語教育スタート

アップガイド  Vol.3」を作成した。本ガイドは、小学校外国語教育の推進のための指導資料と

して、本県の課題である小中連携の在り方と学習到達目標の設定についてまとめたものである。 

今後は、本ガイドを県内全ての小学校及び中学校に WEB 配信し、訪問指導や研修等で活用する

ことで小中連携 100%を目指していく。 

【目標及び数値指標】 

英語教育に関する小中連携の実施状況の割合（％） 

  2018 2019 2020 2021 2022 

中学校 目標値 85.0 90.0 95.0 100 100 

実績値 86.0 84.0    

 

(6) 小学校の新規採用者に占める一定の英語力を有する者の割合 

2020 年度小学校における新規採用者に占める国が求める英語力（CEFR B2 以上）を有する者

の割合は 1.9％であった。そのため、本県の教員選考試験では一定の英語力を取得している受験

者に対して加点をしており、一定の英語力を有する人材の確保に努めている。 

また、教員を目指す高校生、大学生を対象とした説明会において、英語教員の魅力を伝えると

ともに、在学中に英語外部試験の資格を取得するよう啓発している。 

さらに、2019 年度実施の教員選考試験から、スペシャリスト（２年以上の ALT の経験を有す

るネイティブ英語力の高い日本人）を対象とした特別選考を実施し、義務教育課で５名を採用

し、うち４名を小学校英語専科指導教員として配置した。2020 年度についても、義務教育課で

５名のネイティブを採用し、３名を小学校に配置したところである。 

今後は、本県の教員採用試験制度について大学生に直接説明を行うなどして、加点制度につい

てより確実に周知するよう努めるとともに、小学校教員免許状取得を目指す学生に対して、英語

の教員の魅力を伝えるなどして、英語の免許状を取得するよう働きかけていく。 

加えて、他県の取組も参考にしながら、引き続き優秀な人材を確保できるよう、教員選考試験
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の実施方法等について検討していく。 

  

 

【目標及び数値指標】 

新規採用者に占める一定の英語力を有する者の割合・人数 （上段：％/下段：人） 

年度  2020 2021 2022 2023 2024 2025 

小学校 目標値 5 10 20 25 40 50 

実績値 1.9      

目標値 20 40 81 101 162 202 

実績値 8      

  ※令和２年度採用予定数 404 人の 50％（202 人）を基に積算 

 

 

 

２．１の目標を達成するための取組（施策の全体像と具体的な計画） 

 
 

【小学校】 

１ 児童対象事業 

(1) 小学校英語トライアルの実施（R１～） 

［目的］小学校卒業段階の児童の英語力の実態を客観的に把握し、それらの結果を踏まえ、各学

校 

における英語教育の指導改善に活かすとともに、目標の設定と英語力向上への意欲付け

を 

図る機会とする。 

［対象］公立小学校６年生の全児童（約 24,000 人） 
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［内容］・小学校英語トライアル（２技能版）の実施 

    ・アセスメントの結果を小中学校教員の接続ツールとして活用 

 

２ 教員対象事業 

(1) 体験と参画を通して小学校外国語の授業スキルを身に付ける研修（R３～） 

［目的］小学校の外国語活動・外国語科に関して、体験活動と参画活動のある実践的な研修を行 

い、授業スキルを身に付けることで、授業力の向上を図る。 

［対象］小学校教員 90名 

［内容］・文部科学省視学官からの講義等 

    ・ワークショップ型研修及び研究協議 

    ・小中連携を踏まえた実践発表 

(2) オンラインを活用した指導力向上研修（R２～） 

       ※先導的なオンライン研修実証研究事業（国事業）に申請予定 

［目的］動画を視聴し指導力に必要な英語を学びながら、実際に授業で活用することを通して、

授 

業を通して英語力と指導力の向上を図る。 

［対象］小学校専科指導教員等（スペシャル教員は除く） 

［内容］・オンデマンド動画の視聴と授業実践を組み合わせた指導力向上レッスン 

    ・外国人講師とオンラインによるマンツーマンレッスン 

(3) 県作成指導資料の普及と活用 

・小学校外国語スタートアップガイド vol.1～３ 

・学識経験者によるオンデマンド型研修動画 

 

【中学校】 

１ 生徒対象事業 

(1) 中学生の英語発信力向上事業（R2～）*別添概要図１ 

[目的] 中学生の英語発信力向上 

[対象] 公立中学校及び義務教育学校等の２年生（約 25,000 人） 

[内容] ・英語４技能アセスメントテストの実施 

・授業改善重点地域への訪問指導（３回／年） 

 

(2) 英検 IBA の実施（R１～） 

［目的］中学校卒業段階の生徒の英語力の実態を客観的に把握し、それらの結果を踏まえ、各学

校 

における英語教育の指導改善に活かすとともに、目標の設定と英語力向上への意欲付け

を 

図る機会とする。 

［対象］公立中学校等の１年生及び３年生の全生徒（約 24,000 人） 

［内容］・英検 IBA(２技能版)の実施 

    ・アセスメントの結果を踏まえた中学校の授業改善の推進 

 

(3) 高円宮杯全日本英語弁論大会茨城県大会の開催 

［目的］生徒の英語による発信力の向上を図る。 

［対象］県内の公私立中学校等 第１～第３学年の生徒（各校から１名） 

［内容］中学生による英語スピーチコンテスト（テーマ自由） 

 

(4) 小中学校における遠隔教育実証研究事業（R２～）*別添概要図２ 

［目的］質の高い教育を実現し、児童生徒の学力向上を図る 
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［対象］県内５つの教育事務所管内の小中学校等 

［内容］・少人数指導と遠隔教育を併せた実証研究（配信校からの受信校への遠隔授業） 

        ・小学校英語専科指導教員（スペシャル教員）による中学１年生への指導（小中連携） 

 

２ 教員対象事業 

(1) 知識や技能を「活用」する力を高める指導力向上研修（R２～） 

［目的］中学校における授業改善に関する講義、演習・研究協議等の研修を通して未来を拓く児

童 

生徒に求められる「活用」する力について理解するとともに、指導力の向上を図る。 

［対象］中学校教員 47名 

［内容］・文部科学省調査官からの講義 

    ・「活用する力を高めるための授業づくりと評価問題の作成」及び研究協議 

    ・小中連携を踏まえた実践発表 

(2) 中学校英語教員の英語力向上サポート研修（R２～） 

   ※先導的なオンライン研修実証研究事業（国事業）を活用予定 

［目的］動画を視聴し指導力に必要な英語を学びながら、実際に授業で活用することを通して、 

    英語での指導力の向上を図る。 

［対象］中学校教員（CEFR B2 レベル（英検準１級程度）を取得していない者教員） 

［内容］・オンラインによる集合研修、チュートリアル、ウェビナー等の受講 

    ・希望者に英語学習支援ツールの提供 

    ・外部検定試験への積極的受験 

(3) 国立教育政策研究所指定による中学校外国語科実践研究協力校 

・ 水戸市立第一中学校 

 

【中・高等学校生徒対象の事業】 

(1) 英語プレゼンテーションフォーラムの開催（中・高）（R2～）*別添概要図３ 

［目的］グローバルな視野をもち、他者と協働しながら課題を解決し、自分の意見を英語で発信 

することができる人財の育成 

［対象］県内公私立中学生及び高校生 

［内容］・中学生の部：プレゼンテーションのあとに、生徒同士のインタラクション 

    ・高校生の部：プレゼンテーションのあとに、審査員からの質疑応答 

(2) 次世代グローバルリーダー育成事業（H30～）*別添概要図４ 

［目的］海外の人々とのコミュニケーションをとりながら課題を解決していくための思考力や 

    リーダーシップ、実践力などを育成する 

［対象］県内在住の中学２年生～高校１年生 

［内容］・インターネットを活用したトップレベルの英会話学習、集合研修会、海外大学留学生 

     との交流プログラム等を２年間提供 

    ・世界で活躍する人材との交流、ＷＳＣへの参加 

 

【高等学校】 

１ 生徒対象事業 

(1) ローズ杯高校生英語ディベート大会（H23～） 

［目的］実践的な英語コミュニケーション能力を高め、「国際社会で活躍できる人財」の育成 

［対象］県内高校生 

［内容］１チーム４人編成で実施する競技ディベート 

(2) 国連グローバルセミナー（H25～） 

［目的］国際的な視野を広げ国際社会に貢献しようとする態度を育成するとともに、国際社会に 

向けた生徒の主体的な進路選択を支援 



 

（様式１ 

茨城県教育委員会 

［対象］県立高校生 40名 

［内容］国連大学（東京）において、国際問題に関する講義の受講やプレゼンテーションの実施 

(3) 短期留学者に対する経費支援（H23～） 

①学校に対する支援金の交付（国委託） 

②個人に対する支援金の交付（県独自） 

(4) 外国語指導助手招致事業（S55～） 

［目的］ネイティブと実践的な会話ができる機会を追加し、英語で思考・議論できる「グローバ 

ル人財」を育成 

［対象］全県立高等学校等 

［内容］・ディベートを活用した授業 

    ・マンツーマン、少人数での英会話レッスン 

    ・専門性をもつ ALT による英語以外の教科・課題研究の授業 

    ・クラスの副担任として学校行事等での交流等 

 

２ 教員対象事業 

(1) 英語４技能５領域統合型の指導・評価実践研修（R1～R3） 

［目的］教員の４技能５領域を統合した授業づくりに向けた英語指導力の向上 

［対象］県立学校教員等 

［内容］スピーキングを中心にした統合的な指導方法の講義及び授業実践の発表等 

(2) ディベートジャッジ研修（H23～） 

［目的］ディベート大会において公平な審査を行うために必要な知識とスキルを取得 

［対象］県内の各高等学校、中等教育学校で受講を希望する英語科教員及び外国語指導助手 

［内容］ジャッジセミナー、試合解説等 

(3) 思考力・判断力・表現力を高める指導力向上研修（R２～） 

［目的］新学習指導要領の実施を見据えた学習指導に関する実践発表、思考力・判断力・表現力 

    を高めるための講義・演習・研究協議を通して、評価問題の作成をはじめとする思考

力・ 

    判断力・表現力を高め、指導力の向上を図る。 

［対象］高等学校教員 30名 

［内容］・大学教授からの講義 

    ・実践発表及び研究協議 

(4) 明日から使える！ 高等学校授業改善〔基礎〕研修（R２～） 

［目的］新学習指導要領の実施に向けて、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善につ

い 

ての基本的な考え方や具体的な方法等についての講義、実践発表、演習・研究協議を通

し 

て学び，授業力の向上を図る。 

［対象］高等学校教員 20名 

［内容］・大学教授からの講義 

    ・実践発表及び研究協議 

(5) 国立教育政策研究所指定による高等学校外国語科実践研究協力校 

・県立竹園高等学校 
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（３）研修の体系と内容の具体 

令和３年度茨城県英語教育改善プランの研修実施体制（概要図） 

 
 

 ＜別添１＞英語プレゼンテーションフォーラム（中学生の部）（概要図） 
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＜別添２＞中学生の英語発信力向上事業（概要図） 

 

 

＜別添３＞小中学校における遠隔教育実証研究事業（概要図） 
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＜別添４＞次世代グローバルリーダー育成事業（概要図） 

 

 

＜別添５＞外国語指導助手招致事業（概要図） 
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（４）年間事業計画 

月 本県等の取組 対象者 外部専門機関等 

４ 

月 

・県指導主事等研究協議会（第１回） 指導主事  

・各市町村教育委員会外国語教育担当者研修会（第１回） 指導主事  

・次世代グローバルリーダー育成事業（～３月中旬） 生徒（中高生） 委託事業者 

５ 

月 

・英語コミュニケーション能力育成事業説明会（オンライ

ン） 

教員（中）、 

指導主事 

 

・遠隔教育プロジェクト会議 指導主事、教員 大学教授 

６ 

月 

・中学生の英語発信力向上事業説明会 指導主事 委託事業者 

・思考力・判断力・表現力を高める指導力向上研修（第１

回） 

教員（高） 大学教授 

・知識や技能を「活用」する力を高める指導力向上研修講 

座（第１回） 

教員（中） 文部科学省調査官 

・中学校英語授業改善オンラインセミナー 教員（中） 文部科学省調査官 

７ 

月 

・英語プレゼンテーションフォーラム地区大会（５会場） 中学生  

・教育課程連絡協議会（小・中学校外国語科） 教員（小中）  

・体験と参画を通して小学校外国語の授業スキルを身に付 

ける研修（第１～２回） 

教員（小） 文部科学省視学官 

８ 

月 

・英語プレゼンテーションフォーラム県大会 中高生 有識者，民間機関 

・明日から使える！ 高等学校授業改善〔基礎〕研修 教員（高校） 大学教授 



 

（様式１ 

茨城県教育委員会 

・思考力・判断力・表現力を高める指導力向上研修（第２

回） 

教員（高校） 

・知識や技能を「活用」する力を高める指導力向上研修講 

座（第２回） 

教員（小中） 

 

文部科学省調査官 

 

遠隔教育プロジェクト会議（第２回） 指導主事、教員 大学教授 

９ 

月 

・児童生徒の英語力向上事業（英検 IBA）（～12月） 児童（小６） 

生 徒 （ 中 １ ～

３） 

日本英語検定協会 

・中学生の英語発信力向上事業（～11月） 生徒（中２） 

・ALT 連絡協議会 ALT  

10

月 

・高円宮杯第 73 回全日本中学校英語弁論大会茨城県大会 中学生  

・県指導主事等研究協議会（第２回） 指導主事 

・授業改善訪問指導（～12 月） 教員（中） 

・ディベートジャッジ研修 ALT、教員（高

校） 

 

・国連グローバルセミナー（～２月） 生徒（高校）  

・英語４技能５領域の指導・評価実践研修（第１回） 教員（高校） 大学教授 

11

月 

・ALT 指導力等向上事業研修 ALT、 

教員（小中高） 

大学教授 

・知識や技能を「活用」する力を高める指導力向上研修講 

座（第３回） 

教員（小中） 文部科学省調査官 

・ローズ杯高校生英語ディベート大会 生徒（高校）  

＜県教育研究会主催＞ 

・関東甲信地区英語教育研究協議会茨城大会 

教員（小中） 文部科学省調査官 

１ 

月 

・市町村教育委員会外国語教育担当者研修会（第２回） 指導主事 大学教授 

・遠隔教育プロジェクト会議（第３回） 指導主事、教員 大学教授 

・英語４技能５領域の指導・評価実践研修（第２回） 教員（高校） 大学教授 

２

月 

・県指導主事等研究協議会（第３回） 指導主事  

３ 

月 

・事業成果報告書 WEB 配信 

 

指導主事、教員 

 

 

【その他の取組】 

・＜研修センター＞英語教育推進リーダー等の積極的活用（研究協力者等） 

・＜各市町村教育委員会＞スペシャル教員を活用した小中学校教員への域内での研修体制の構築 

 

 

 



目標管理書 令和３年度様式 （様式２）

※表中、斜線部は記入不要。計画段階では目標値のみ記入。

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 93.4 95 76 100 100 100 100
公表（％） 27.9 30 19 23.1 40 45 50
達成状況の把握（％） 40.2 45 35.5 38.8 50 50 50

39.4 40 37.5 38.8 45 47.5 50

　　○スピーキングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 159 160 150 223 180 190
コミュニケーション英語Ⅱ 116 120 154 199 140 145 150
コミュニケーション英語Ⅲ 45 50 50 65 60 65 70
英語表現Ⅰ 86 90 46 119 90 95
英語表現Ⅱ 30 30 26 55 40 45 50

　　○ライティングテスト（回）　 コミュニケーション英語Ⅰ 55 60 132 139 70 75
コミュニケーション英語Ⅱ 69 70 107 119 80 85 90
コミュニケーション英語Ⅲ 15 20 71 109 30 35 40
英語表現Ⅰ 100 105 136 213 115 120
英語表現Ⅱ 88 90 129 210 100 105 110

　　○スピーキングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 200
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ 100
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

　　○ライティングテスト（回）　 英語コミュニケーションⅠ 80
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ 125
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 42 41.7 44 37 46 48 50
30 30 30 30 30 30 30

⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 530 530 530 530 530 530 530

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 100 97 100 96 100 100 100
公表（％） 60 18 70 15.8 80 90 100
達成状況の把握（％） 60 55 70 46.6 80 90 100

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％） 90 78 95 83.2 100 100 100
スピーキングテスト（回） 6 5 6 6 6 6 6
ライティングテスト（回） 5 4 5 4 5 5 5

④英語担当教員の授業における英語使用状況（％） 85 90 95 87 98 99 100
⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％） 55 28.8 57 28.8 60 60 60
⑥求められる英語力を有する生徒の割合（％） 48.6 41.5 54 48.3 57.2 60.4 63.6

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
設定（％） 30 50 80
公表（％） 20 30 40
達成状況の把握（％） 30 40 50

独自 № 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値
英語教育に関する小中連携の実施状況（％） 85 86 90 84 95 97 100

2021 2022
指標内容

中
学
校

2018 2019 2020

指標内容
小
学
校

学習到達目標の整備状況

中
学
校

①学習到達目標の整備状況

③パフォーマンステストの実施状況　

2020

2018 2019 2020 2021 2022

2021 20222018 2019

指標内容

指標内容

高
等
学
校

①学習到達目標の整備状況

②生徒の授業における英語による言語活動時間の割合（％）
③パフォーマンステストの実施状況 

現
行
課
程

新
課
程

⑤求められる英語力を有する英語担当教員の割合（％）

茨城県教育委員会

2018 2019 2020 2021 2022
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